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第
三
，
次
笠
利
調
整
の
意
鍵
及
其
の
内
容

　
　
最
近
に
於
け
る
我
國
笠
融
界
の
情
勢
を
観
る
に
、
國
内
賓
笠
動
員
の
積
極
化
、
’

　
重
鮎
的
釜
融
の
強
化
及
笠
融
概
構
の
整
備
等
笠
融
諾
封
策
の
進
展
に
依
り
、
、
戦
一

　
　
ノ

時
笠
融
毘
制
は
「
石
レ
く
強
化
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
創
ち
×
東
亜
戦
宇
渤
襲
以
來
．
、

我
國
戦
時
生
産
力
の
増
強
に
封
す
る
妥
詣
が
益
増
穴
し
づ
S
あ
る
に
劉
し
パ
笠

・
融
の
面
゜
よ
り
す
る
之
が
遂
行
に
遺
憾
な
か
ら
し
め
ん
が
篇
、
特
に
、
昨
年
以
來
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
々
の
施
策
と
な
つ
て
瑳
れ
で
后
る
の
で
あ
る
。
’
即
ち
昨
秋
來
濡
洲
幽
、
央
銀
行
の
．

改
芭
暮
地
普
讃
行
の
整
備
織
貫
璽
に
入
？
て
に
遜
洲
甲
讃
行
～
横

　
濱
正
金
銀
行
間
の
借
款
協
定
の
成
立
、
踊
洲
甲
央
銀
行
、
冨
行
及
横
濱
正
笠
銀

行
聞
の
業
務
分
野
の
頴
整
、
早
銀
に
於
け
る
鑛
工
業
笠
融
、
並
・
逓
釜
融
部
門
の

移
譲
、
共
同
融
費
特
5
ー
勘
定
の
設
定
、
國
償
襲
行
ぼ
格
の
引
上
、
中
銀
及
當
行

　
貸
出
笠
利
の
引
下
寄
金
融
，
施
策
は
活
澱
な
る
展
開
を
示
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

過
般
行
は
れ
た
第
三
次
金
利
調
整
も
赤
勘
る
施
策
の
、
一
環
，
」
じ
て
重
要
慧
義
を

持
つ
も
の
で
あ
つ
て
、
豫
て
燵
済
甑
、
翻
挑
中
央
銀
行
聞
ほ
於
て
協
議
中
の
所
、
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金
利
調
整
基
本
規
約
の
決
定
を
見
る
に
至
り
、
去
る
四
月
十
五
日
よ
り
實
施
遷

㌢
に
軍
ウ
゜
た
の
で
あ
る
。
以
下
之
が
塞
護
其
の
内
溶
に
付
概
説
す
る
゜
。
°

一、

諱
″
給
燉
?
柏
ｮ
、
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
．

、
周
知
の
如
く
我
國
に
於
ぞ
は
、
，
建
國
前
経
酒
機
構
の
牛
封
建
酌
性
格
を
反
映

　
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ

　
し
て
著
し
て
高
牢
且
不
均
衡
な
る
埜
荊
が
普
麺
化
し
で
后
た
の
ズ
あ
る
。
之
’
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
が
爲
建
國
後
、
‘
経
濟
建
設
の
癒
滑
な
る
遂
行
を
勘
す
る
偽
パ
逸
早
く
低
，
笠
利
・
、

　
政
策
が
實
施
さ
れ
、
最
近
に
於
・
サ
る
．
｛
般
笠
利
は
建
國
富
時
に
此
較
し
て
可

　
成
り
の
低
・
下
を
示
ナ
、
に
至
、
つ
た
の
で
あ
る
。
然
、
し
乍
ら
鉦
利
の
．
低
下
は
急
速

に
ぶ
大
幅
籔
ひ
得
ξ
の
に
萎
・
而
も
地
域
的
藁
膓
璽
れ
程
、
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

　
な
ら
ぬ
の
で
、
之
を
鮭
般
酌
に
見
る
な
ら
ば
禾
だ
高
金
利
の
存
在
が
認
め
ら

　
れ
、
標
準
笠
利
、
に
比
し
著
し
い
差
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
．

、
然
る
に
璽
に
京
け
る
國
債
の
．
髄
行
は
年
々
互
震
上
り
つ
；
り
、
嶽

　
’
梢
化
に
付
て
は
今
後
一
般
笠
融
麟
輸
に
於
て
一
層
積
極
化
せ
ね
硬
な
あ
ぬ
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
現
誉
如
墓
魏
、
耀
雀
う
て
は
毒
墓
機
融
ψ
採
舞
曇
必
然
－

　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
・
　
編
゜
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づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
的
に
増
大
す
る
も
、
の
と
見
ら
れ
、
斯
・
く
て
は
現
下
最
重
要
政
策
た
る
預
金
吸

牧
に
も
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
・
な
る
゜
の
で
あ
る
。
叉
之
、
等
金
融
機
簾
の
預
、
金

　
高
金
利
は
富
然
貸
出
高
笠
利
を
件
ふ
も
の
で
あ
る
以
上
、
、
各
種
企
業
の
原
債

農
の
原
因
と
も
㌻
・
勢
ひ
企
業
讐
の
健
ξ
宕
震
を
阻
害
し
、
特

に
生
産
部
門
に
於
け
る
再
生
産
の
㊨
滑
な
る
遂
行
を
困
難
な
ら
し
め
る
こ
と

．
S
な
る
の
で
あ
る
。
郎
、
ち
一
・
般
鍾
私
の
低
下
を
圏
る
こ
と
は
、
公
就
槙
消
化

．
等
戦
時
笠
融
政
策
の
蓮
螢
を
一
段
と
容
易
な
ら
し
む
る
と
共
に
、
重
要
、
事
業
及

　
重
要
物
費
歳
係
貸
出
笠
利
の
低
下
を
可
能
な
ら
し
め
、
生
産
増
強
を
推
進
す

　
る
上
に
極
め
て
重
要
意
義
を
持
つ
も
の
で
ぢ
る
ζ
と
は
言
ふ
ま
で
も
左
い
の
、

　
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

而
し
て
今
向
の
笠
利
訓
整
に
依
り
一
般
笠
利
が
含
面
的
に
標
準
金
利
、
國
債

§
と
均
衡
を
示
す
に
ξ
た
こ
と
藷
ひ
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
我
國
國
．

　
民
経
濟
の
構
成
及
其
の
襲
展
段
階
等
よ
り
考
察
す
る
な
ら
ば
、
－
・
声
般
金
利
゜
を

　
一
畢
に
標
準
金
利
、
國
債
笠
利
に
接
近
せ
し
め
る
と
と
は
大
な
る
゜
困
難
を
俘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
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ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
蓋
鴇
勢
の
叢
に
‡
し
か
＼
ま
竃
を
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
從
來
實
一

　
る
よ
り
外
な
恒
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
゜
。
伺
本
調
査
に
於
て
は

　
現
さ
れ
な
か
つ
た
貸
出
鍾
・
痢
に
付
て
も
協
定
が
行
は
れ
た
の
で
あ
’
つ
ズ
、
之
’

に
依
り
低
金
利
政
策
ば
一
段
ど
強
力
な
も
の
と
な
り
、
逗
産
鞭
強
に
基
大
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
る
寄
與
を
爲
す
．
も
の
と
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
第
三
爽
金
痢
調
整
の
内
容
　
‘
　
‥
－
．
．
　
’
　
　
－

　
第
三
次
金
利
調
整
に
付
て
は
笠
利
調
整
基
本
規
約
及
鑑
利
調
整
追
加
規
約
に

詳
細
左
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
驚
以
下
綻
來
實
施
さ
れ
た
q
・

　
る
第
一
次
，
預
鍾
笠
秒
協
定
⌒
康
偲
八
年
「
月
一
日
・
よ
・
り
實
施
）
及
第
二
家
預

　
金
輩
利
協
定
（
康
徳
八
年
＋
カ
ニ
よ
り
實
竺
，
と
比
較
し
っ
～
並
べ
る
こ

一
と
、
す
る
o
　
　
　
　
　
　
，

先
づ
笠
利
協
纂
施
の
地
魏
圏
篇
て
顧
る
㍉
そ
第
一
次
預
塁
．
利
協
定

　
“
が
四
都
市
、
第
二
次
預
鍾
笠
利
協
定
が
十
三
都
市
の
笠
融
機
蘭
を
封
象
と
せ

　
る
に
封
し
・
蕗
三
氷
笠
刑
調
整
に
於
て
は
全
翻
各
都
市
の
笠
融
機
鯛
を
封
象

　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
’
　
．
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ハ

と
し
て
居
宕
旦
之
を
各
久
協
定
別
に
示
せ
ぱ
、
次
の
通
で
あ
る
ゆ

第
｛
次
預
笠
金
荊
協
、
定

新
京
、
奉
天
、
吟
爾
濱
、
安
東

齊
々
恰
鰯
、
佳
木
斯
、
牡
丹
江
、
圖
擢
、
延
吉
・
覧
、
這
林
、
四
本
、
鑑
穫
撫
順
、
鞍
山
、
管
口
、
錦
州

第
三
衣
金
荊
調
整
　
　
　
　
一

．
▲
漏
各
都
市
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

次
に
預
金
利
率
の
適
用
に
付
て

観
る
に
、
第
］
亥
及
集
算
次
預
金
金
利
協
定

に
於
て
は
・
協
．
定
都
市
㊧
各
金
融
機
禰
を
有
力
銀
宥
改
預
豊
利
低
率
ξ
．

も
の
⌒
甲
種
銀
行
｝
・
其
の
他
の
も
の
；
種
銀
行
．
）
‥
の
二
租
量
分
し
、
’

夫
墓
準
歪
利
を
．
親
定
じ
て
居
た
゜
の
で
あ
る
が
、
璽
羨
笠
利
調
整
に
於
冗

は
・
全
・
涌
各
都
而
を
甲
竺
筆
黍
第
三
協
短
に
於
て
規
定
せ
る
＋
七

都
市
｝
・
乙
竺
新
た
に
規
定
せ
る
二
大
都
市
二
丙
地
⌒
甲
地
及
乙
地

以
外
の
巴
の
三
地
に
逼
分
し
・
更
に
璽
融
籠
を
特
殊
銀
行
、
第
雇

．
銀
行
＾
從
來
の
甲
種
銀
行
夏
第
霞
馨
⌒
從
來
の
乙
種
銀
行
）
の
三
種
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、

、

、

、

頃
　
　
っ

口

、
に
匿
分
し
、
各
．
地
雇
励
及
、
各
笠
融
機
闘
5
－
に
夫
々
基
準
金
利
を
設
け
て
居
る

．
め
で
あ
る
。
而
し
て
今
同
の
調
整
に
於
て
は
べ
特
殊
録
行
、
の
金
利
は
從
來
通

に
据
置
く
ど
と
㌧
な
つ
た
が
、
實
施
地
を
蚕
漏
又
讃
大
デ
る
じ
ど
S
し
、
一

．
般
金
融
機
關
の
笠
利
引
下
を
行
う
た
爲
、
基
準
金
利
’
は
全
浦
を
蓮
じ
て
相
當

低
下
を
見
、
各
地
間
の
不
均
w
衡
な
る
笠
利
も
改
善
さ
れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
．

る
。
伺
今
同
の
調
整
に
於
て
ぼ
－
國
民
儲
蓄
會
斡
旋
に
依
る
預
金
等
の
如
く
基

準
金
利
以
外
の
特
定
笠
利
を
適
用
す
る
も
の
に
封
し
て
は
別
に
規
定
を
設
け
、
…

興
農
合
作
杜
各
種
儲
金
に
付
て
も
例
外
扱
と
す
る
こ
と
を
認
む
る
等
金
利
調

　
　
　
　
ぶ

整
蓮
用
の
萬
全
を
期
し
て
居
る
。
之
等
の
内
容
を
示
せ
ぱ
次
の
通
、
で
あ
ぶ
。
，

金
融
機
陥
の
匿
分
　
　
－

喧

．
特
殊
銀
行

第
一
種
銀
、
行

漏
洲
甲
央
銀
行
、
漏
洲
興
業
銀
行
，
、
横
濱
正
金
銀
行
べ
東

洋
拓
植
株
式
會
枇

・
新
京
銀
行
、
興
徳
銀
行
、
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付
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．
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融
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